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OptIeal computed tomography of opaque ln血srial products is

demOnStra七ed successf且Iy by七he coherenもdetection lmagm鑑method｡

眺∋ measured the laser CT Images of the commercial fluorescent tube

aも632｡8nm using a He-Ne laser｡ The internal states In differnt

invisible layers of the sample product can be clearly reconstmcもed

with high resolution｡

1. 1まじめに

入間には見えない物体などの中身や内部情報を知りたいという願望が古くからある｡顕

著な光多重散乱によって内部を見ることが出来なかったリ,不透明となるような物体や媒

質の内部情報の計測､すなわち､不可視物体の可視化を光を用いて実現するために､最も

高感度で､鋭い車間指向性と波長選択性を併せ持つレ-ザを用いた光ヘテロダイン検出法

に基づくCI)Ⅰ法を､我々は最初に提案し1㌦　その有用性を主として生体を対象に実験的

に明らかにしてきた2㌦　この画像検出法は生体に限らず､漉癖､排磨,汚｡濁水､工業薬

品､電子部晶､高分子朝鮮など大小さまざまの車間的スケールにわたる高散乱媒質｡物体

に適用可能である｡その実証のための試みとして乳白色の写真フィルムケースの多重内部

構造モデルでCT化を実現しているが3㌧　今回,市販の蛍光ランプの内部構造の光CT画

像新郷を行ったので報告する｡

2.実験方法および結果

実験には単一周波数発振のHe-Neレーザ(波長:632｡8n恥　出力:2mW)を光源として､こ

れまでにヒトの抜義歯のCT画像新郷を行ってきたCD I装置を使用した4㌦試料は市販

のミニ蛍光ランプ(松下電着産業襲､外径:約15mm)である｡この試料を宿号光光路内に配

置したⅩ軸ステージおよび回転ステージで構成された試料台に垂直に固定し､両端にある

フィラメント部の一方を計潮対象とした｡実験では謝定部にレ-ザ光を購射し､ 400fimス

テップで2次元的に走査して､ 6度毎の投影データを計耕した｡検出系にはSiフォトダ

イオードとスペクトラムアナライザを用い,各Ⅹ軸ステージ位置でのI F倍号の振幅健を

GP-IBを通してパーソナルコンピュータに読み込んだ.データ処理はFiltered back

projection法を招いて断層画像の表示を行った｡測定は､ランプを点灯して管内のガス

を励起した状健,および点灯しないで管内ガス温度を室温に保った状意で行った｡

Fig｡1に試料と測定を行った3つの水平面(A,B,C)を示す｡ Fig｡2はレーザを招いて

cDI法により縛られた蛍光ランプの上記2つの状意に対する各滞定面におけるCT画像

である　(a)はFig｡1の測定面Bでの非点灯時､ (也)は測定面Aでの点灯時､また(a)は水平

面Cでの非点灯噂のそれぞれの光CT画像である｡各画像からランプの妖魔に対応した内
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部状馨を明瞭に商構成していることが認められる(a)の画像では管内が冷えた祝意であ

るため中心部に電極の支柱,ガス披き東など内部の構造物が確かめられるが､極)では内

部3-憲やミj･て華道を:^3
j-3'U察することが.ey宍ないここれ達意j¥'によって誉内ござ=･､がま三這さナl･
たたために､Lj-ザ兜と同じに波長での発兼及べタ机沙牽反対に発生窺倦め吸収による影

響が現れていることによるもめと推定される(c)倒ま充填ガスの影響が無もW=めガス披

雪穴が:V--Oかi,=き童点されてt折るe

3.まとめ

今亘　試みは意曇--�"蝣-: -;^-"N.す三^-->:量sc長　さを毒'J､･た声道章二裏芸責了:三

であV蝣詛毒A-/7¥童話､読書fTL一兵>｣.忘達;･蓋ぜ､こ二二童エコ宗TJい芯責�"一意を薫云するもごと

して今後の案摺上の発展が期待され,この労面での広も包括周が東もW=望まれるものであるO

F且g◎且　Ph鵬喝raph of a part of抽e measured sa野且e using a飢uorescenも宅地哲｡

触訂0静S且ndlca七e measuremen七p且aees,且タB and C◎

(b) ･ Q,:i

F五g｡ 2　Reconsもmc七ed且aser七o弧.ゥgraphic且mages｡

(ahをC)抽e cases of抽e lamp馳rned off an適地e measureme鵬p且am粥correspon適

地B and C, respec也ve且yタand極)抽e ca紀Of抽e la野馳㌘ned gh? and measured

at the plane A｡
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